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●受験資格
〇一般事務職…昭和50年４月２日～昭和60年４月１日生
まれの人で、高等学校卒業程度の学力のある人
〇一般事務職（身体障害者対象）…次の①から⑤までの
全ての要件に該当する人
①昭和47年４月２日～昭和60年４月１日生まれの人で、
高等学校卒業程度の学力のある人
②身体障害者手帳の交付を受けている人
③平成14年７月１日以降引き続き中間市に居住している
人。ただし、中間市を生活の根拠としていた人で、進
学あるいは就職のために中間市を離れていた人は受験
できます
④活字印刷文による出題に対応でき、かつ、口頭による
面接試験に対応できる人
⑤通勤が可能で、かつ、介助者なしに一般事務職として
の職務の遂行が可能である人
〇土木技術職…昭和50年４月２日～昭和60
年４月１日生まれの人で、高等学校、大
学などにおいて、土木課程を修了した人
または平成15年３月に修了見込みの人
〇消防職…昭和53年４月２日～昭和60年４
月１日生まれの人で、高等学校卒業程度
の学力のある人
〇看護師…昭和50年４月２日～昭和58年４
月１日生まれの人で、看護師免許（准看
を除く）を取得している人または、平成
15年８月までに取得見込みの人
〇給食調理員…昭和50年４月２日～昭和60

年４月１日生まれの人で、調理師免許または栄養士免
許を取得している人または、平成15年４月までに取得
見込みの人
●受験できない人
〇地方公務員法第16条に該当する人
※消防職に限り、日本国籍を有しない人は受験できません。
●受付期間 ８月12日（月）～８月22日（木）
●試験日時・場所（１次試験）
〇９月22日（日）・午前８時15分受付開始
〇福岡県立中間高等学校（中間市朝霧五丁目１‐１）
※受験申込書および案内書は、７月10日（水）から総務
課人事給与係（市役所２階）でお渡しします。
※看護師については市立病院でもお渡しします。
●申込・問合先 総務課人事給与係（市役所２階）
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一般事務職………………………………………………７人
一般事務職（身体障害者対象）………………………１人
土木技術職………………………………………………２人

消　防　職……………………………………………若干名
看　護　師………………………………………………５人
給食調理員………………………………………………１人

職種・採用予定人数



※この中の健診を選んで受診することもできます（１年に１回のみ受診できます）

総合健診内容（全てが１日で受けられます）

基本健康診査

大腸ガン検診

肺 ガ ン 検 診

結 核 検 診

胃 ガ ン 検 診
子宮ガン検診

乳 ガ ン 検 診

骨 健 診

40歳以上男性
18歳以上女性

40歳以上男女

40歳以上男女

16歳以上男女

40歳以上男女
30歳以上女性
30歳以上女性
50歳以上女性
年齢制限なし

500円

400円

100円

無 料

800円
500円
200円
1,000円
2,000円

身長・体重、血圧測定、尿検査、
血液検査、医師の診察
（必要に応じて心電図、眼底検査）
便潜血検査（２日法）
胸部レントゲン検査
※必要に応じて痰

たん

の検査（500円）
胸部レントゲン検査（40歳以上の
人は肺ガン検診として行います）
バリウムによる胃レントゲン検査
子宮頸部の細胞診
視診、触診
マンモグラフィ（乳房の視診、触診、Ｘ線検査）
右腕のレントゲン検査

健診名　 健 診 内 容 料 金　 対　象　

健康づくりカレンダーについている
はがきで申し込んでください

健 診 日 ・ 場 所

月　　日　　 場　　所

９月６日（金） 保健センター

８日（日） 〃

９日（月） 〃

10日（火） 〃

11日（水） 〃

13日（金） 砂山公民館

『集団健診申込はがき』に必要事項を書きこ
み、８月２日（金）必着で郵送してください。
※健康づくりカレンダーは、保健センター、健
康増進課、東部出張所に置いています。

９月８日（日）は保育を行います

保育士がお子さんのお世話をします。希望す
る人は、はがきの欄外に保育が必要なお子さん
の年齢を「保育希望◯歳」と記入してください。

み
な
さ
ん
が
よ
く
聞
く
「
生
活
習
慣
病
」
は
、
症
状
が
自
覚
さ

れ
な
い
ま
ま
、
徐
々
に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
普
段
は
風
邪
も
ひ
か
な
い
か
ら
、
病
院
も
し
ば
ら
く
行
っ
て

な
い
」
と
言
う
人
は
要
注
意
！

身
体
の
中
で
は
危
険
信
号
が
出

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
て
、
身
体
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。「
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
方
法
」
を
、
結
果

を
見
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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ご用のある担当課に直接電話がかけられます
８月５日から中間市役所（本館および別館）にご用の人は、担当の課に直接電話をかけることができ
ます。もし、用件の相手先（担当課）が不明の場合には、従来どおり代表番号におかけください。

代表電話1０９３（２４４）１１１１　代表ファックス5０９３（２４５）５５９８

直通電話番号
1（２４６）６２２０
1（２４６）６２２１
1（２４６）６２２２
1（２４６）６２２３
1（２４６）６２２４
1（２４６）６２４３
1（２４６）６２４６
1（２４６）６２４７
1（２４６）６２４８
1（２４６）６２４５
1（２４６）６２２９
1（２４６）６２３０
1（２４６）６２３９
1（２４６）６２４０
1（２４６）６２４１
1（２４６）６２２８
1（２４６）６２３５
1（２４６）５１１０
1（２４６）６２６５
1（２４６）６２３２
1（２４６）６２３３
1（２４６）６２７１
1（２４６）６２３４
1（２４６）６２４９
1（２４６）６２３６
1（２４６）６２３８
1（２４６）６２３７
1（２４６）６２５５
1（２４６）６２３１
1（２４６）３５１５
1（２４６）６２２５
1（２４６）６２５３
1（２４６）６２５６
1（２４６）６２５７
1（２４６）６２５９
1（２４６）６２６０
1（２４６）６２６１
1（２４６）６２５８
1（２４６）６２５４
1（２４６）６２６４
1（２４６）６２６３

ファックス番号
5（２４５）０００１

5（２４４）１３８４

5（２４４）０５７９

5（２４５）５５９８
5（２４５）５５９８
5（２４５）５５９８

5（２４４）９１１８

5（２４５）５５９８
5（２４５）５５９８
5（２４６）５１１０
5（２４４）１３１７

5（２４５）５５９８

5（２４５）５５９８

5（２４６）３５１５

5（２４５）６１６０
5（２４５）５５９８

5（２４４）１３４２

5（２４４）２１３３

5（２４５）０５４２

場　所
本館４階

本館３階

本館１階

本館１階
本館３階
本館３階

本館１階

本館３階

本館２階

別館１階

本館２階

本館地階
本館２階

本館１階

別館４階

本館３階

本館地階
別館３階

別館２階

別館４階

別館１階

課　　　名
議 会 事 務 局

教 育 委 員 会

民 生 部

収 入 役 室
監査委員事務局・公平委員会事務局
選挙管理委員会事務局

市 民 経 済 部

総 務 部

職 員 組 合

建 設 部

土地開発公社
競艇組合事務局

水 道 局

庶 務 課
学 校 教 育 課
指 導 課
生 涯 学 習 課
介 護 保 険 課
健 康 増 進 課
保 護 課
社 会 福 祉 課

市 民 課

人 権 推 進 課
経 済 振 興 課

環 境 生 活 課
総 務 課

秘 書 課

企 画 課

財 政 課
税 務 課

契 約 課

明るい街づくり推進室

下 水 道 課
管 理 課
土 木 課
建 築 課
都 市 計 画 課

営 業 課
工 務 課

年 金 係
戸 籍 係

消費生活相談窓口

秘 書 係
広 報 広 聴 係
企 画 係
情 報 管 理 係

収 税 係

生 活 安 全 係

家庭児童相談係

※次回の７月25日発行広報なかまといっしょに、保存版の「市役所ダイヤル直通番号一覧表」をお配りします。
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●介護保険課高齢者福祉係1（244）1111内線1136・1137
窓口に、冊子「高齢者のためのサービスガイド」を準備しています
ので、お気軽にご相談ください。

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
要
援
護
高
齢

者
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

●
給
付
対
象
品
目

火
災
警
報
機
、
自

動
消
火
器
、
電
磁
調
理
器

●
費
用
負
担

所
得
に
応
じ
た
費
用
を

負
担
（
非
課
税
世
帯
は
無
料
）

軽
度
生
活
援
助
事
業（
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
）

介
護
保
険
非
該
当
者
や
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
単
身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
洗
濯
、
掃
除
、

買
物
な
ど
家
事
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

●
費
用
負
担

１
時
間
当
た
り
160
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
が
訪
問
理

美
容
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
に
、
そ

の
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対

象

者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
で
、
外
出

が
困
難
な
た
め
理
美
容
店
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人

●
利
用
回
数

一
人
当
た
り
年
４
回

配
食
サ
ー
ビ
ス

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
対
し
、
週

３
回
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康
状
態
の

確
認
を
行
い
ま
す
。

●
対

象

者

①
お
お
む
ね
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心
身
の
障
害

お
よ
び
傷
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
食

事
の
調
理
が
困
難
な
人

②
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
12
年
度
ま

で
実
施
し
て
い
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
人

●
費
用
負
担

１
食
当
た
り
300
円

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

（
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

介
護
保
険
非
該
当
者
で
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
を
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
送
迎
用
リ
フ
ト
バ
ス
な
ど
で

送
迎
し
、
本
人
の
生
活
の
助
長
、
社
会

的
孤
立
感
の
解
消
、
心
身
機
能
の
維
持

向
上
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家

族
の
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。

●
内
　
　
容

施
設
で
の
入
浴
、
食
事
、

生
活
指
導
な
ど

●
利
用
施
設

〇
松
ヶ
岡
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〔
松
ヶ
岡
２
‐
１
1（
２
４
５
）
３
８

６
８
〕

〇
砂
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〔
大

字
垣
生
字
下
大
隈
田
1（
２
４
６
）
５

１
５
１
〕

〇
智
美
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〔
通
谷
六
丁
目
７
‐
１
1
（
２
４
４
）

６
８
４
１
〕

〇
ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
〔
通
谷
一
丁
目
36
‐
２

1（
２
４
４
）
６
３
８
８
〕

●
費
用
負
担

700
円
（
１
日
あ
た
り
）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

在
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
対
し
、
保

健
衛
生
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
使

用
す
る
寝
具
の
洗
濯
と
乾
燥
消
毒
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

●
対

象

者

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
な
ど
の
高
齢
者
で
、
老
衰

や
心
身
の
障
害
、
傷
病
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
寝
具
類
な
ど
の
衛
生
管
理

が
困
難
な
人

●
費
用
負
担

１
割
負
担
と
消
費
税

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

身
寄
り
が
な
い
在
宅
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
に
対
し
て
、
生
活
管
理

の
支
援
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

日
常
生
活
（
基
本
的
生
活
習
慣
の
習

得
）
や
、
家
事
、
対
人
関
係
の
構
築
な

ど
を
手
助
け
す
る
こ
と
で
、
自
立
生
活

の
助
長
お
よ
び
在
宅
生
活
の
継
続
や
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
対

象

者

介
護
保
険
非
該
当
者
で
、

身
寄
り
が
な
く
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
単
身
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
日
常
生

活
管
理
や
対
人
関
係
に
支
援
・
指
導

を
必
要
と
す
る
人

生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

在
宅
高
齢
者
に
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
短
期
間
宿
泊
し
て
も
ら
い
、
日
常
生

活
に
対
す
る
指
導
、
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
在
宅
高
齢
者
の
要
介
護
状
態
へ
の

進
行
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
家

族
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
内
　
　
容

介
護
保
険
非
該
当
者
で

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど

を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
や

冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
で
一
時
的
に

家
庭
で
の
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
、
高
齢
者
な
ど
を
６
ヵ
月
間
の

う
ち
14
日
以
内
の
お
世
話
を
し
ま
す
。

●
費
用
負
担

所
得
お
よ
び
理
由
に
よ

り
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
人
に
、
緊
急
通
報
用
発
信
機
と
ペ

ン
ダ
ン
ト
型
発
信
機
を
お
貸
し
し
ま
す
。

身
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
な
ど
、
緊

急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
直
接
消
防
署

に
電
話
が
入
り
、
状
態
の
確
認
を
し
ま

す
。
万
が
一
応
答
が
な
い
時
は
、
近
く

の
協
力
員
が
駆
け
つ
け
、
場
合
に
よ
っ

て
は
救
急
車
も
出
動
し
、
24
時
間
体
制

で
対
応
し
ま
す
。

●
対

象

者

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

な
ど
の
高
齢
者

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

紙
お
む
つ
の
給
付
事
業

在
宅
の
高
齢
者
な
ど
で
、
紙
お
む
つ

を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
、
月
１
回

(

５
、
０
０
０
円
以
内)

の
現
物
給
付
を
行

い
ま
す
。

●
対

象

者

①
在
宅
の
寝
た
き
り
な
ど
の
高
齢
者

②
要
介
護
痴
呆
性
高
齢
者

老
人
福
祉
電
話

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
、
一
人
暮
ら

し
の
低
所
得
の
高
齢
者
の
お
宅
に
、
無

料
で
電
話
機
を
お
貸
し
し
、
孤
独
感
を

や
わ
ら
げ
た
り
、
安
否
を
確
認
し
た
り

し
ま
す
。

●
費
用
負
担

基
本
料
金
は
無
料
で
す

が
、
通
話
料
金
は
本
人
負
担

○○○○
在在在在
宅宅宅宅
福福福福
祉祉祉祉
ササササ
ーーーー
ビビビビ
スススス



5

住
み
よ
か
事
業

高
齢
者
の
日
常
生
活
に
配
慮
し
た
住

宅
に
改
造
す
る
場
合
に
、
世
帯
に
対
し

て
改
造
に
必
要
な
費
用
の
一
部
（
最
高

30
万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
中
間
市
に
住
所
が
あ
る
人

②
介
護
保
険
該
当
者
で
、
介
護
保
険
の

住
宅
改
修
費
の
給
付
を
受
け
ら
れ
る
人

③
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
当
該
世
帯
の

生
計
中
心
者
の
住
民
税
と
前
年
所
得

税
課
税
年
額
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

60
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
を
会
員
と

し
、
教
養
の
向
上
、
健
康
増
進
、
地
域

社
会
と
の
交
流
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
活
動
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
お

り
、
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
贈
呈

高
齢
者
な
ど
に
対
し
、
長
寿
を
祝
福

し
、
毎
年
敬
老
の
日
を
中
心
に
敬
老
祝

金
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

中
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

健
康
で
、
働
く
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
高

齢
者
の
た
め
の
生
き
が
い
対
策
と
し

て
、
高
齢
者
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
力

を
合
わ
せ
助
け
合
っ
て
い
く
自
主
的
な

組
織
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
会
員
資
格

中
間
市
に
お
住
ま
い
の

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
人

●
問

合

先

中
間
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
1（
２
４
６
）
４
５
２
８

○○○○
そそそそ
のののの
ほほほほ
かかかか
のののの
事事事事
業業業業

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
高
齢
者
な
ど
の
介
護
に
関
す
る

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
、
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
電
話
相
談
な
ど
24
時
間
体
制

で
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
、
公
的
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
申
請
の
手
続
き
も
お
手
伝

い
し
ま
す
。

●
利
用
施
設

〇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
智
美
園
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
通
谷
六
丁
目

７
‐
１
1（
２
４
４
）
７
２
２
７
〕

〇
ウ
エ
ル
パ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
〔
通
谷
一
丁
目
36
‐
２

1（
２
４
４
）
６
３
８
８
〕

高
齢
者
総
合
相
談
窓
口

高
齢
者
な
ど
の
生
活
や
健
康
、
福
祉
、

そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
や
悩

み
ご
と
に
、
市
の
職
員
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
問

合

先

中
間
市
高
齢
者
総
合
相

談
窓
口
〔
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
内
1（
２

４
５
）
８
６
８
６
〕

福
岡
県
地
域
介
護
実
習
・

普
及
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
県
事
業
）

高
齢
者
介
護
の
実
習
な
ど
を
と
お
し

て
、
介
護
知
識
や
介
護
技
術
の
習
得
、

展
示
し
て
あ
る
介
護
機
器
を
実
際
に
使

っ
て
利
用
方
法
や
利
用
手
続
き
な
ど
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問

合

先

地
域
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー
〔
通
谷
一
丁
目
36
‐
２
・

ウ
エ
ル
パ
―
ク
ヒ
ル
ズ
北
棟
内
1（
２

４
４
）
４
７
４
７
〕

○○○○
相相相相
談談談談
ササササ
ーーーー
ビビビビ
スススス
窓窓窓窓
口口口口

中
間
市
地
域
総
合
福
祉
会
館

「
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
」

健
康
増
進
機
能
、
生
涯
学
習
機
能
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
機
能
、
福
祉
機
能
を
備

え
、
中
間
市
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る
施

設
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
文
化
教

養
室
の
ほ
か
、
機
能
回
復
訓
練
の
た
め

の
ケ
ア
プ
ー
ル
、
ア
ク
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
、

浴
室
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問

合

先

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
〔
通

谷
一
丁
目
36
‐
10
1（
２
４
５
）
８
６

８
６
〕

養
護
老
人
ホ
ー
ム

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

自
分
の
身
の
回
り
程
度
の
こ
と
は
で
き

る
が
、
身
体
上
、
精
神
上
、
環
境
上
の

理
由
お
よ
び
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
人
の
た
め
の

入
所
施
設
で
す
。

●
費
用
負
担

本
人
と
家
族
の
所
得
に

応
じ
て
費
用
負
担
が
あ
り
ま
す

介
護
利
用
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

60
歳
以
上
（
夫
婦
で
入
所
す
る
場
合

は
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
）
の
高
齢
者

で
、
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機

能
の
低
下
が
あ
る
か
、
ま
た
は
高
齢
な

ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不

安
が
あ
る
人
で
、
家
族
に
よ
る
援
助
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
と
す

る
施
設
で
す
。

●
費
用
負
担

入
居
者
と
設
置
者
と
の

契
約
で
、
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
費

用
負
担
が
あ
り
ま
す

●
問

合

先

社
会
福
祉
法
人
「
至
福

会
（
ゆ
う
あ
い
）
」
〔
通
谷
一
丁
目

36
‐
２
1（
２
４
６
）
１
１
２
２
〕

有
料
老
人
ホ
ー
ム

高
齢
者
へ
の
食
事
、
相
談
、
助
言
、

健
康
管
理
、
治
療
へ
の
協
力
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
―
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

●
問

合

先

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
レ

ー
ベ
ン
21
」〔
通
谷
一
丁
目
36
‐
２

1（
２
４
４
）
１
１
０
９
〕

高
齢
者
世
話
付
住
宅
（
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
）
県
営
住
宅

高
齢
者
の
生
活
特
性
に
配
慮
し
た
公

的
賃
貸
住
宅
で
、
生
活
援
助
員
（
ラ
イ

フ
サ
ポ
―
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
―
）
を
配
置

し
、
緊
急
時
に
対
応
す
る
な
ど
の
サ
―

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
入
居
基
準

①
住
宅
困
窮
度
が
高
く
、
家
族
に
よ
る

援
助
が
困
難
な
人
で
あ
る
こ
と

②
日
常
生
活
動
作
が
す
べ
て
可
能
で
、

か
つ
自
炊
が
で
き
る
程
度
に
健
常
で

あ
る
高
齢
者
で
、
次
に
掲
げ
る
人
を

対
象
と
し
ま
す

〇
60
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者

〇
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
（
一
方
が
60
歳

以
上
で
あ
れ
ば
可
）

〇
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
か
ら
な
る

世
帯

③
入
居
後
に
生
活
援
助
員
の
派
遣
業
務

を
必
要
と
す
る
人

●
問

合

先

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

1（
６
９
１
）
５
９
７
０

○○○○
施施施施
設設設設
ササササ
ーーーー
ビビビビ
スススス



ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
基
礎

■
支
払
停
止
の
抗
弁
っ
て
何
？
■

購
入
し
た
商
品
な
ど
に
次
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
顧
客

は
そ
の
商
品
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
代
金

に
つ
い
て
、
信
販
会
社
に
対
す
る

支
払
い
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
商
品
が
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い

な
い
。

②
見
本
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
商
品
と
現
に
引
渡

さ
れ
た
商
品
と
が
違
う
。

③
商
品
に
破
損
、
汚
損
、
故
障
な

ど
の
欠
陥
が
あ
る
。

④
商
品
の
引
渡
し
が
遅
れ
た
た
め
、

商
品
購
入
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な

か
っ
た
。

⑤
商
品
の
販
売
の
条
件
と
な
っ
て

い
る
役
務
の
提
供
が
な
い
。

⑥
そ
の
ほ
か
、
商
品
の
販
売
に
つ

い
て
販
売
店
と
の
間
で
問
題
が
生

じ
て
い
る
。

■
手
続
き
は
ど
う
す
る
の
？
■

顧
客
は
信
販
会
社
に
対
す
る
支

払
停
止
の
申
し
出
は
書
面
で
行
い
、

同
時
に
電
話
で
連
絡
す
る
と
確
実

で
す
。

顧
客
は
事
前
に
、
販
売
店
と
こ

れ
ら
に
つ
い
て
交
渉
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

支
払
停
止
の
申
し
出
を
受
け
た

信
販
会
社
は
、
販
売
店
に
問
い
合

わ
せ
た
り
、
問
題
が
あ
る
商
品
に

つ
い
て
顧
客
に
対
す
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
代
金
の
請
求
の
停
止
な
ど
必
要

な
手
続
き
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
支
払
い
の
停
止
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
そ
の
商
品
の
購
入
が
商
行
為
で

あ
る
と
き
。

②
現
金
販
売
価
格
に
分
割
払
手
数

料
を
加
え
た
金
額
が
４
万
円
未
満

の
と
き
。

③
支
払
回
数
が
３
回
未
満
の
と
き
。

④
顧
客
の
支
払
い
の
停
止
が
信
義

に
反
す
る
と
き
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
。
通
称
、
ア
ト

ピ
ー
。
こ
れ
が
、
私
の
病
名
だ
。

思
い
の
ほ
か
、
多
く
の
人
が
知
っ
て

い
る
こ
の
病
気
だ
が
、
ど
う
い
う
症
状

か
と
い
う
と
、
皮
膚
が
荒
れ
て
、
ガ
サ

ガ
サ
に
な
っ
た
り
、
か
き
む
し
っ
た
後

に
汁
（
血
液
中
の
血
漿

け
っ
し
ょ
うと
い
う
成
分
）
が

出
た
り
、
全
身
に
発
疹

ほ
っ
し
ん

が
出
た
り
し
て
、

涙
が
出
る
ほ
ど
、
悲
し
い
姿
と
な
る
。

そ
し
て
、
砂
糖
や
油
な
ど
に
過
剰
に

敏
感
で
、
そ
れ
ら
を
口
に
入
れ
た
日
は
、

か
ゆ
く
て
、
そ
の
夜
も
、
そ
の
次
の
日

の
朝
ま
で
も
、
か
ゆ
い
。

ま
た
、
埃
ほ
こ
りや

カ
ビ
の
胞
子
に
も
過
敏

に
反
応
し
、
掃
除
を
し
た
後
な
ど
は
、

そ
れ
に
触
れ
た
部
分
が
真
っ
赤
に
は
れ

あ
が
る
。

私
が
通
っ
て
い
る
中
学
校
に
も
ア
ト

ピ
ー
の
人
は
少
な
か
ら
ず
い
る
。

そ
の
な
か
に
は
、
腹
部
や
背
部
な
ど
、

洋
服
で
隠
れ
る
部
分
に
で
き
た
り
す
る

人
が
多
い
。

し
か
し
、
私
や
私
の
弟
な
ど
、
も
っ

と
酷ひ
ど
い
人
と
な
る
と
、
手
、
足
、
顔
、

頭
に
さ
え
、
見
え
る
部
分
に
も
そ
の
症

状
が
出
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
こ
こ
で
言
い
た
い

の
は
、「
私
は
ア
ト
ピ
ー
だ
。
可
哀
想

だ
ろ
う
。
同
情
し
て
く
れ
」
と
い
う
こ

と
で
は
決
し
て
な
い
。

人権問題

『
子
ど
も
た
ち
の
目
』を

見
つ
め
て
！

シリーズ

６

福岡県人権啓発情報センター
講師・運営委員

『される側』から考える
‐私はアトピー症‐

加　来　宣　幸

消費生活相談窓口
1（２４６）５１１０

悪質 商法

‐Ｆ市立Ｊ中・二年　Ｎ･Ｓさん‐

文責

初
対
面
の
人
は
、
私
た
ち
の
手
や
足

を
見
て
、
七
割
の
人
は
、
こ
う
言
う
。

「
そ
の
ブ
ツ
ブ
ツ
、
ど
う
し
た
の
」
と
。

そ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
。「
こ
れ
は

ア
ト
ピ
ー
よ
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で
説

明
が
で
き
る
。

し
か
し
、「
な
に
、
そ
れ
・
・
・
・

う
つ
る
の
？
」
と
、
汚
い
も
の
で
も
見

る
か
の
よ
う
な
目
で
見
て
く
る
人
も
い

る
。
さ
ら
に
は
、「
こ
っ
ち
に
来
る
な
、

う
つ
る
！
」
と
か
、「
き
っ
た
ね
え
！

そ
れ
！
」
と
か
、「
う
つ
る
か
ら
、
あ

な
た
と
握
手
は
で
き
ん
と
よ
！
」
・
・

と
ま
で
、
言
う
人
も
、
数
多
く
い
る
の

で
あ
る
。

そ
ん
な
と
き
の
私
の
心
情
が
、
み
な

さ
ん
に
は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
・
・
。

（
と
き
に
は
、
口
論
に
な
っ
た
場
面
も

あ
っ
た
の
で
す
）

ま
た
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

学
校
内
で
、
身
体
の
不
自
由
な
人
の

歩
き
方
を
マ
ネ
し
て
、
ニ
タ
ニ
タ
し
て

い
る
人
も
い
た
し
、
も
っ
と
、
い
や
だ

っ
た
の
は
、
生
ま
れ
つ
き
手
が
病
気
で

変
形
し
て
い
る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
一
人

に
対
し
て
、
そ
の
人
の
手
の
形
に
ま
ね

て
自
分
の
手
を
曲
げ
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な

が
ら
、
そ
の
人
の
ま
わ
り
を
歩
き
回
っ

て
い
る
人
も
い
た
。

い
っ
た
い
、
そ
の
人
た
ち
は
、
身
体

の
不
自
由
な
人
の
マ
ネ
を
す
る
こ
と

で
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
り
た
い
の
だ

ろ
う
か
。

私
は
、
い
つ
も
、
考
え
る
・
・
・
。

ど
う
し
て
人
間
は
自
分
た
ち
と
異
な

る
人
や
習
慣
や
文
化
に
対
し
て
『
差
別
』

を
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
―
。

と
く
に
、
い
ま
の
日
本
人
や
日
本
の
社

会
は
・
・
・
・
。
何
か
が
、
い
ま
の
日

本
に
欠
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
つ
ら
く
て
も
、
ア
ト
ピ
ー
と

い
う
病
気
を
持
っ
て
よ
か
っ
た
、
と
現

在
、
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ア
ト
ピ
ー
の
お
か
げ
で
、

私
と
接
す
る
人
び
と
の
『
本
心
』
が
見

え
て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ

る
。そ

し
て
、
い
ま
ま
で
に
、
差
別
を
さ

れ
て
き
た
人
た
ち
の
心
や
生
き
方
を

『
学
ぶ
』
こ
と
が
出
来
た
と
、
考
え
る

機
会
を
も
て
た
か
ら
で
あ
る
。

顧　客



７

中間市では次のとおり、市有地を一般競争入
札でみなさんにお売りします。
一般競争入札とは、市があらかじめ決めた予

定価格以上で、もっとも高い価格をつけた人に
売却する方法です。
予定価格は公表しませんが、入札価格を算定

する際の「参考価格」を掲載しておりますので、
不動産に詳しくない人でも十分に落札できます。

■現地説明会■
●日　時 ８月４日（日）

物件ごとに表に記載した時間どおり行います
●場　所 各物件の所在地（現地）

■入　　札■
●日　時 ８月19日（月）

物件ごとに表に記載した時間どおり行います
●場　所 中間市役所別館地階・会議室

物件
番号

１

２

３

４

５

所在地（地番）

中間三丁目10013番６

中鶴四丁目1660番５

桜台一丁目37番93

中鶴四丁目1605番36外１筆

小田ヶ浦二丁目3012番281

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

宅地

地籍（㎡）
（坪数）
981.25

（296.8坪）
253.32

（76.6坪）
200.28

（60.6坪）
173.15

（52.4坪）
315.03

（95.3坪）

参考価格（円）

54,365,000

10,406,000

6,979,000

7,313,000

9,680,000

現地説明会日時

８月４日（日）
午前９時～
８月４日（日）
正午～
８月４日（日）
午前11時～
８月４日（日）
正午～
８月４日（日）
午前10時～

入札日時

８月19日（月）
午前10時
８月19日（月）
午前10時30分
８月19日（月）
午前11時
８月19日（月）
午後１時30分
８月19日（月）
午後２時

●入札などについてのお問い合わせは…　管理課用地係1（２４４）１１１１内線２２１４

物件１

物件２
物件４

物件３

物件５

星ヶ丘団地

中間西小

ひまわり保育園

西鉄ストア

筑豊
中間駅
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中間市教育委員会主催の「中間市青少年に贈る
コンサート」が５月30日、なかまハーモニーホー
ルで開かれました。このコンサートは、九州交響
楽団移動音楽教室で、音楽教育の一環として、市
内４中学の２年生約500人に、生のオーケストラ
名演奏に触れてもらおうと企画されました。
曲目は、ヘンデルの「水上の音楽」やモーツァ

ルトの「アイネ・クライネ・ナハト・ムジーク」
などクラシックの名曲から、「ディズニーメドレ
ー」など映画のテーマ曲までさまざま。生徒たち

は、演奏を真剣に見つめたり、目を閉じて聞き入
ったりしていました。
また、演奏に合わせて全員合唱のヒトコマもあ

り、指揮をとる榊原栄さんの楽しくわかりやすい
トークでオーケストラへの知識を深めながら、あ
っという間に１時間45分が過ぎていきました。
「迫力があり、胸にビンビン響いた」、「聞きな

れた曲が、オーケストラで演奏されるのに感動し
た」、「またいつか九響の音楽を聞きたい」という
感想を語る生徒たちでした。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
名
演
奏
に
感
動

‐
青
少
年
に
贈
る
コ
ン
サ
ー
ト
‐

ＳＴＯＰ！違法駐車・青空駐車
－駐車指導員の巡回がスタート－

路上や団地などに違法駐車した車が原因となる事故な
どを防ぐために、市の委嘱を受けた駐車指導員が、６月
から11月まで市内を巡回し、違法駐車・青空駐車防止を
呼びかけます。スタートの６月３日、指導員６人と折尾
警察署員、折尾交通安全協会会員、市職員などが、なか
まハーモニーホールから筑鉄通谷駅までの区間を巡回し、
その間、５台の駐車車両の指導を行いました。
現在、指導員による市内の違法駐車等実態調査が行わ

れ、毎日100台ほど違法駐車などが報告されています。

火災は初期消火が大切です
－下大隈の安武さんが消防長表彰－

下大隈で自営業を営む安武研二さん（85歳）が、５月22日
の早朝、午前５時過ぎに自宅前の路上に出たところ、付近の
無人倉庫から火の手が上がっているのを発見。ただちに水道
ホースやバケツで水をかけ、消火にあたりました。その後、
消防署員が駆けつけ、鎮火が確認されました。
自らの危険を顧みず、適切な初期消火を行い、被害を最小

限に留めたことが評価され、６月19日、中間市消防署で中村
消防長から安武さんに表彰状が贈られました。「とにかく火
を消すのに夢中でした」と安武さんは話していました。
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全国大会でもベストを尽くします
－石川さんと鈴木さんがソフトテニスで全国出場－
全国大会常連の感も強い「中間ジュニアソフトテニス

クラブ」の石川美月さんと鈴木妙子さん（ともに中間東
小６年）のダブルスペア。
福岡県大会で40組の争いの中、３位入賞し、８月１日

から４日まで石川県で開催される「全日本小学生ソフト
テニス選手権大会」に出場する権利を勝ち取りました。
ペアを組んで３年になり、お互いの呼吸もバッチリ。

「ベストを尽くして、目標は優勝！」という二人を、ぜひ
応援してください。

６月４日、市役所で「平成14年度中間市教育功労者表
彰式」が開かれました。表彰の対象となったのは、市内
の学校教育や社会教育、ボランティア活動に貢献のあっ

た17人です。【敬称略】
●中間市教育功労者表彰規程第４条第１号関係（永年勤続表彰）
亀島博光（底井野小教諭）・平嶋悦子（底井野小教諭）・
五郎丸　諭（中間東小教諭）・原　郁子（中間東小教諭）
・加藤弘典（中間東小教諭）・後藤和臣（中間小教諭）・
手島裕子（中間南小教諭）・清水ちづる（中間西小教諭）
・畠山正彦（中間東中教諭）
●中間市教育功労者表彰規程第４条第２号関係（永年勤続表彰）
岩崎昌男（中間市体育指導委員）・小林敏尋（中間市体
育指導委員）・上野良子（中間市婦人会）・桂ソヨ子（中
間市婦人会）・波多野五女（中間市婦人会）・白橋雅敏
（中間市中央公民館運営審議会委員）・木下和七郎（御
館町公民館長）・日野　要（中間市を花いっぱいにする会）

教育に貢献した17人に表彰状　　　　‐中間市教育功労者表彰式‐

手と手をふれあわせて遊ぼう

６月８日、ひまわり保育園で毎年恒例の「親子で
作って遊ぼう」が開かれました。
今回は、親子でいっしょに手遊びやリズム遊びを

行おうというもの。190人余りの親子が参加して、目
と目を合わせ、手と手を
触れ合わせ、そして身体
全部を使って遊びました。
参加したお父さん、お

母さんからは「いっしょ
に遊ぶっていうのは、ど
こかに連れていくとかだ
けじゃなく、こんなに簡
単な手遊びやリズム遊び
だけで、親も子も楽しめ
るんですね」と感想が聞
かれました。
みんな笑顔いっぱいの

１日でした。

６月13日、国際ソロプチミスト中間の丸
小野会長と花田副会長が教育委員会を訪れ、
船津教育長に20万円分の図書券を手渡しま
した。同会では「子どもたちに役立ててほ
しい」と、毎年会員からの会費やチャリテ
ィーバザーの収益金の一部を図書券として
贈っています。
「子どもたちの読書力の育成に役立ちま

す」と船津教育長。図書券は後日、市内の
小中学校10校の校長に渡されました。

読
書
で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
育
て
た
い

‐
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
中
間
が
図
書
券
を
寄
贈
‐

－ひまわり保育園の親子で作って遊ぼう－

石川さん（写真手前）と鈴木さん



●
対
象
児

平
成
14
年
３
月
11
日
か

ら
平
成
14
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

７
月
31
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
母
乳
と
ミ
ル
ク
の
話

●
対
象
児

平
成
13
年
11
月
27
日
か

ら
平
成
13
年
12
月
24
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

７
月
24
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
育
児
相
談
・
離
乳
食
相
談
・

歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
13
年
１
月
４
日
か

ら
平
成
13
年
２
月
７
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

８
月
７
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容
　
身
体
計
測
・
問
診
・
診

察
・
歯
科
健
診
・
育
児
相
談
・
言

語
、
心
理
発
達
相
談
・
栄
養
相
談

・
歯
科
指
導

●
対
象
児

平
成
11
年
７
月
18
日
か

ら
平
成
11
年
８
月
21
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

●
日
　
時

８
月
21
日（
水
）

受
付
・
午
後
１
時
15
分
〜
１
時
45
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

尿
検
査
・
問
診
・
フ
ォ
ト

ス
ク
リ
ナ
ー
検
査（
目
の
写
真
）・
身

体
計
測
・
診
察
・
歯
科
健
診
・
育

児
相
談
・
言
語
、
心
理
発
達
相

談
・
栄
養
相
談
・
歯
科
指
導

●
日
　
時

〇
７
月
18
日（
木
）・
午
後
２
時
〜
４
時

〇
８
月
６
日（
火
）・
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

●
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー

※
妊
娠
届
出
書
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ（
40

歳
以
上
は
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
）

●
内
　
容

血
圧
測
定
・
健
康
相
談
・

尿
検
査
・
体
内
脂
肪
測
定

保
健
ガ
イ
ド

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

母
子
健
康
手
帳
交
付

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

３
歳
児
健
診

７
ヵ
月
児
健
診

４
ヵ
月
児
健
診

健
康
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

だ

よ

り

10

５
月
25
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
「
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
は
つ
ら

つ
コ
ー
ス
（
約
８
㎞
）
は
10
グ
ル
ー
プ
・
40
人
、
さ
わ
や
か
コ
ー

ス
（
約
５
㎞
）
は
７
グ
ル
ー
プ
・
25
人
、
計
65
人
の
み
な
さ
ん
が

保
健
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
元
気
に
出
発
。

２
コ
ー
ス
と
も
コ
ー
ス
図
を
見
な
が
ら
、
コ
ー
ス
内
に
設
け
ら

れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
の
回
答
を
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
約
80
分
か
ら
２
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。
家

族
や
お
友
だ
ち
同
士
の
参
加
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ム
ー
ド

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
り
、
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
Ｏ
Ｂ
会

「
ご
ん
べ
い
会
」
の
み
な
さ
ん
に
コ
ー
ス
の
下
見
や
コ
ー
ス
図
の
作

成
、
当
日
の
運
営
な
ど
多
く
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
い
汗
流
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！

〜
「
に
こ
に
こ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
開
か
れ
る
〜

●
目
　
　
的

結
核
を
予
防
す
る

た
め

●
対

象

児

生
後
３
ヵ
月
以
上
４

歳
未
満
の
乳
幼
児

●
実
施
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

●
実
施
月
日

〇
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
…
７
月
23
日
（
火
）

〇
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
判
定
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
…
７
月
25
日
（
木
）

●
受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時

●
持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康

手
帳
と
予
診
票

※
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
予
診
票
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
課
、

東
部
出
張
所
に

用
意
し
て
い
ま

す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
予
診
票
は
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
接
種
時
に
お
渡
し
し
ま
す
。

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日

の
体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
ん
で

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

保
健
セ
ン
タ
ー

1（
２
４
６
）
１
６
１
１

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

《はつらつコース》 《さわやかコース》

第1位　青空チーム
樋口恵、衛藤保、加藤雅
子、鈴木スズ子、備前康恵

第2位　つんちゃんファミリーチーム
小野美佐子、小野岬、小
野司

第3位　すみれちやんチーム
野田時栄、虎谷マリ子、
高井敏子、太田英子

第1位　元気　アリマチーム
有馬宗忠、有馬光

第2位　阿部チーム
阿部親、高槻和子、岩重和
子、外園チヨ子、井上慶子

第3位　わかばチーム
沢山キサヨ、中村
みどり、加藤広美

時
　
間

月
　
日

場
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

８
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

７
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分



11

五
月
八
日
、
中
国
の
瀋
陽

し
ん
よ
う

総
領
事

館
で
起
き
た
出
来
事
は
衝
撃
的
で
し

た
。
北
朝
鮮
か
ら
中
国
に
潜
入
し
、

亡
命
を
求
め
て
、
総
領
事
館
に
駆
け

込
ん
だ
五
人
が
、
中
国
の
警
察
官
に

拉
致
ら

ち

連
行
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
と
子

ど
も
を
敷
地
外
に
引
き
戻
す
警
察
官
、

泣
き
叫
ぶ
女
性
と
ぼ
う
然
と
立
ち
す

く
む
幼
児
、
緊
迫
し
た
映
像
で
し
た
。

こ
の
事
件
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や

疑
問
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
①
中
国
の

警
察
官
は
、
治
外
法
権
で
あ
る
日
本

総
領
事
館
に
、
ど
う
い
う
根
拠
で
立

ち
入
り
、
五
人
を
連
行
し
た
の
か
。

②
総
領
事
館
を
含
む
外
務
省
は
、
弱

腰
な
だ
け
で
な
く
、
情
報
を
公
開
せ

ず
、
信
用
で
き
な
い
。
③
な
ぜ
、
北

朝
鮮
か
ら
国
境
を
越
え
て
多
く
の
人

が
中
国
に
潜
入
す
る
の
か
。
ど
う
し

て
、
北
朝
鮮
は
出
国
の
自
由
を
認
め

な
い
の
か
、
な
ど
で
す
。

「
人
道
的
配
慮
」
に
よ
っ
て
、
五

人
は
韓
国
に
渡
り
、
事
件
は
一
応
落

着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
大
学

の
先
生
は
、「
在
外
公
館
で
保
護
を

求
め
る
人
び
と
の
処
遇
は
、
本
来
、

『
人
道
的
配
慮
』
と
い
う
伸
縮
自
在

な
観
念
に
回
収
さ
れ
て
終
わ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
人
道
の
問

題
で
あ
る
以
上
に
人
権
の
問
題
で
あ

る
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。「『
人
間
愛

の
精
神
』
と
い
う
内
容
の
は
っ
き
り

し
な
い
こ
と
で
、
問
題
を
考
え
・
判

断
す
る
」
の
で
は
な
く
て
、「
人
間

と
し
て
生
ま
れ
て
、
当
然
に
も
っ
て

い
る
幸
せ
に
生
き
る
権
利
＝
人
権
を

保
障
す
る
」
立
場
に
立
つ
べ
き
だ
、

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
多
く
の
生
命

が
失
わ
れ
、
昭
和
二
〇
年
「
国
際
連

合
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
二
三

年
に
は
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。「
す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
に
つ
い
て

平
等
で
あ
る
」と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
国
際
条
約
は
、
出

国
の
権
利
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の

精
神
に
も
と
づ
く
判
断
・
措
置
は
、

体
制
の
違
い
な
ど
を
超
え
た
国
際
的

な
合
意
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
す
。

す
べ
て
の
人
が
自
由
に
、豊
か
に
、

誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
―
お
互

い
の
人
権
を
尊
び
あ
う
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
に
は

こ
れ
が
最
大
の
教
訓
で
し
た
。

考えさせられた瀋陽総領事館事件

最近の人権問題から その１

中間市人権啓発推進
シ ン ボ ル マ ー ク

北九州大学名誉教授

小 森 哲 郎
今月から、４回にわたっ

て、小森哲郎さんの『人権問
題啓発特集』を掲載します。

男
女
共
同
参
画
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
と

い
う
こ
と
や
、
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
て
い
く
と
き
に
基
本
に

な
る
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
と
人
権
に
つ
い
て
、
お
話
し
し

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
人
権
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
企
画
係
1（
２
４
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
３
１

シリーズ④

■
女
性
へ
の
意
識
、
女
性
の

地
位
に
起
因
す
る
差
別
・
暴
力
■

女
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
採

用
や
昇
進
で
差
別
さ
れ
た
り
、
夫
か

ら
繰
り
返
し
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
り

す
る
よ
う
な
例
は
、
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

女
性
を
低
く
見
る
よ
う
な
意
識
や

女
性
の
置
か
れ
た
社
会
的
地
位
が
、

差
別
や
暴
力
の
よ
う
な
人
権
上
の
重

大
な
問
題
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
こ
と
■

世
論
調
査
で
「
女
性
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
」

に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
を
見
る
と
、

痴
漢
行
為
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
家
庭
内

で
の
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
な
ど
を
挙

げ
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、
女
性
と
人

権
、
女
性
と
暴
力
の
問
題
は
、
身
近

な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
し

ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
潜
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
社

会
の
理
解
も
不
十
分
で
、
個
人
の
問

題
と
し
て
矮
小
化

わ
い
し
ょ
う
か
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
、
多
く
の
人
々
に
か
か
わ

る
社
会
的
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
、
経
済

力
の
格
差
、
上
下
関
係
と
い
っ
た
、

わ
が
国
の
男
女
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
に
根
ざ
し
た
構
造
的
な
問
題
と
し

て
理
解
し
、
そ
の
根
絶
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

近
年
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問

題
を
は
じ
め
と
し
た
種
々
の
暴
力
が

社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
法
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
、

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
、
児
童
虐
待
防

止
法
な
ど
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

つ
き
ま
と
い
（
ス
ト
ー
カ
ー
）
行
為
、

親
権
者
な
ど
か
ら
の
虐
待
な
ど
の
防

止
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
配
偶
者
間
の
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の

防
止
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
法
律
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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内閣府　男女共同参画社会に関する世論調査より ●
グ
ラ
フ
　
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て

い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
（
複
数
回
答
）

特
に
な
い
・
わ
か
ら
な
い

そ
の
他

「
令
夫
人
」、「
〇
〇
女
史
」
の
よ
う

に
女
性
に
だ
け
用
い
ら
れ
る
言
葉

女
性
の
容
ぼ
う
を
競
う
ミ

ス
コ
ン
テ
ス
ト

女
性
の
体
の
一
部
や
媚
び
た
ポ
ー
ズ
・
視
線

を
内
容
に
関
係
な
く
使
用
し
た
広
告
な
ど

女
性
の
ヌ
ー
ド
写
真
な
ど

を
掲
載
し
た
雑
誌

女
性
に
対
す
る
ス
ト
ー
カ
ー

（
つ
き
ま
と
い
行
為
）

売
春
・
買
春

女
性
の
働
く
風
俗
営
業

家
庭
内
で
の
夫
か
ら
妻
へ
の
暴

力
（
酒
に
酔
っ
て
殴
る
な
ど
）

職
場
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ

（
性
的
い
や
が
ら
せ
）

痴
漢
行
為

法
制
度
の
整
備



こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
で
つ
く
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
、
エ
ッ
セ

イ
、
お
知
ら
せ
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
に
「
住
所
」、「
氏
名
」（
ペ
ン
ネ
ー

ム
希
望
者
は
別
途
明
記
の
こ
と
）、「
年
齢
」、

「
電
話
番
号
」
を
記
入
の
う
え
、
秘
書
課
広

報
広
聴
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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遠
洋
の
父
の
留
守
な
る
鯉
の
ぼ
り

通
谷
二
丁
目
　
　
　
安安
　　
藤藤
　　
美美
智智
代代

連
休
の
小
学
校
の
鯉
の
ぼ
り

中
央
三
丁
目
　
　
　
渡渡
　　
辺辺
　　
久久
　　
子子

高
原
の
大
き
な
夏
に
遊
び
け
り通

谷
一
丁
目
　
　
　
石石
　　
松松
　　
梅梅
　　
子子

庭
の
蕗
脇
役
な
れ
ど
も
出
番
あ
り

長
津
二
丁
目
　
　
　
松松
　　
井井
　　
倭倭
　　
枝枝

渓
流
の
岩
に
角
な
し
河
鹿
鳴
く長

津
二
丁
目
　
　
　
安安
　　
倍倍
　　
砂砂
　　
子子

嵯
峨
野
な
る
落
柿
舎
に
柿
の
句
を
一
つ
投
じ
し
よ
り
の
わ
れ
の
歳
月

土
手
ノ
内
二
丁
目
　
入入
　　
部部
　　
知知
　　
己己

山
寺
の
昼
の
し
づ
か
さ
目
瞑つ

ぶ

り
て
庭
の
日
向
に
鶏
の
ふ
く
ら
む

桜
台
二
丁
目
　
　
　
柴柴
　　
田田
　　
とと
しし
ええ

ミ
サ
の
鐘
入
江
の
海
に
ひ
び
く
と
き
海
人
ら
は
舟
に
立
ち
て
祈
る
も

深
坂
一
丁
目
　
　
　
浜浜
　　
口口
　　
秋秋
　　
雄雄

人
の
な
か
に
居
れ
ば
安
心
す
る
と
言
う
媼
は
今
日
も
バ
ス
を
待
ち
お
り

通
谷
四
丁
目
　
　
　
一一
　　
色色
　　
トト
モモ
子子

住
み
古
り
て
独
り
と
な
れ
ば
集
い
来
る
子
ら
あ
り
て
う
れ
し
心
寄
せ
合
う

通
谷
一
丁
目
　
　
　
岡岡
　　
田田
　　
ヤヤ
　　
ヨヨ

車
間
距
離
決
め
て
隣
と
和
を
た
も
つ

池
田
一
丁
目
　
　
　
米米
　　
本本
　　
季季
　　
子子

華
や
か
な
ド
レ
ス
の
下
に
あ
る
野
心

通
谷
一
丁
目
　
　
　
田田
　　
中中
　　
のの
ぶぶ
子子

牽
制
球
時
に
は
み
出
し
そ
う
な
子
へ

太
賀
四
丁
目
　
　
　
和和
　　
田田
　　
澄澄
　　
雄雄

捨
て
ら
れ
ぬ
想
い
出
負
う
て
女
坂

岩
瀬
西
町
　
　
　
　
岩岩
　　
崎崎
　　
かか
づづ
ここ

女
坂
と
は
言
え
や
は
り
坂
は
坂朝

霧
三
丁
目
　
　
　
岡岡
　　
部部
　　
ママ
スス
ヨヨ

金
　
子
　
哲
　
也
　
選

永
　
山
　
　
　
篁
　
選

中
間
市
歌
人
協
会

選

文

芸

やっちゃれ市場の仲間たち こだわりの逸品

愛情たっぷりの夏野菜
森　章子さん（中底井野）
種から一苗一苗、心を込め
て作った野菜たち。大きく
なったその姿は、まるで我
が子のように愛しいもので
す。
この時季、スイカにトマ

ト、キュウリ、ナス、カボチャなどが夏の太陽を浴び
て、とてもおいしいのです。
愛情を込めた野菜をぜひ、食べてみてください。

卍やっちゃれ市場

筑前垣生駅

垣生
公園

タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ド

　
　
　
　
デ
イ
ズ

市営
野球場

底井野
小学校

ＪＡおんが

文

〒

毎週水曜日の午前９時30分～午後２時
ＪＲ中間駅前でも販売しています。

毎週日曜・午前８
時30分にオープン

中間駅前でもやっちゃれ市場を営業

あなたもやっちゃれ市場の組合員になりませんか？
～農業のプロがていねいに指導　家庭菜園の作物でもＯＫですよ～
やっちゃれ市場では、お客さんに少しでも喜んでいただくために、多くの品目

の販売を目指しています。しかし、季節ごとの旬
しゅん

の作物は多いものの、端境期
はざかいき

に
はどうしても品薄になりがちです。
そこで、たくさんの組合員が参加することで、

年間を通じていつでも新鮮で多品目の販売をした
いと考えています。
あなたも、家庭菜園でできた作物を、やっちゃ

れ市場に出荷してみませんか。出荷する品目や量
が少なくても構いません。もし、栽培に自信がな
ければ農業のプロの組合員が技術指導します。ご参加をお待ちしています。
●問合先 やっちゃれ市場利用組合　携帯1０９０（９４０１）９２５５



わが家
のすこやかちゃん

生後６ヵ月～５歳のお子さん募集中！
「わが家のすこやかちゃん」欄では、元気なお子さん

（生後６ヵ月～５歳）を掲載します。広報紙デビューのチ
ャンスです。ふるってご応募ください。
ご希望の人は、① お子さんの写真 ② 名前 ③ 生年
月日 ④ 両親の名前 ⑤ 住所 ⑥ 電話番号 ⑦ 紹介文
（60字～70字程度）を添えてお送りください。

G’day．この文章を書いていると
き、日本と韓国で行われたサッカー

のワールドカップが、ちょうど終わったところです。
この大会は、初めて２国共催で行われ、日本と韓国に

とって、運営のためにお互いに対話をし友情と信頼を構
築することは、非常に大切なことでした。
今回、オーストラリアはワールドカップに参加しませ

んでしたが、オーストラリアにはサッカーにc r a z yな
移民がおおぜいいます。
私はドイツを応援しました。家族がドイツ人というわ

けではありませんが、私の趣味がドイツ語を学ぶことな
ので。私はドイツの文化や歴史がとても好きです。1981
年に、学校でドイツ語を学び始めました。先生はドイツ
出身で、非常に楽しい授業をしてくれました。しかし、
２年ほどで学ぶのをやめてしまいました。理由は覚えて
いませんが、今ではそのことを後悔しています。
それからずいぶん経った1996年、私は大学で再びドイ

ツ語を学び始めました。たくさんのおもしろい友人に出

会い、楽しく過ごしました。
2000年に私はドイツに行ってドイツ語学校へ通い、ポ

ーランド、イタリア、韓国、スペイン、トルコ、日本な
ど、世界中から来た多くの人に会いました。
今、私は日本にいます。第３番目の言語・日本語を学

ぶのは私にとってチャレンジしがいのある興味深いこと
です。
日本での仕事は、子どもたちに英語を教えるという、

貴重な経験です。外国語を学ぶことは大切です。なぜな
らば、未来へつながる多くのドアを開いてくれるからで
す。それは世界についてもっと多くのことを経験する方
法なのです。
この夏、「フレンドリーなかま」国際交流事業でオー

ストラリアへ行く中学生たちは、外国の文化について、
さらに学ぶ機会を持つのだと思います。
私は彼らに、このチャンスを有効に生かすことがすご

く大切だということを十分に認識してもらえたら、と思
っています。

海を見る人

今月のオススメ図書

北九州市や直方市、行橋市、豊前市、遠賀郡、鞍手
郡、京都郡（苅田町は除く）、築上郡の図書館も利
用できます。詳しくはおたずねください。
●問合先 市民図書館1（２４５）４６６４

小林泰三・著
場所によって時間の進行が異
なる世界での、悲しくも奇妙
な恋を描いた表題作。円筒形
世界における少年の成長物語
「時計の中のレンズ」など、
驚異の異世界を描いた７編を
収録のＳＦ短編集。

サンキュー！おれはわすれない
沢田徳子・著　村田収・絵

６年１組のボス的な存在であ
る一平だが、ある日を境に、
みんなからいじめられる側に
なってしまった。クラスにも
どれなくなった一平は、保健
室登校を続ける。そんな一平
の前に…。

坂
さか

田
た

祥太郎
しょうたろう

ちゃん

平成13年10月31日生

父・義　幸さん　母・友　 紀さん

いつも元気いっぱいの祥
太郎。よく遊んで、よく
眠って、よく食べて、す
くすくどんどん、大きく
なあれ！

坂
さか

田
た

智
ち

穂
ほ

ちゃん

平成11年３月14日生

毎朝、「幼稚園に行きた
くないよ～」と泣いてい
ます。笑顔で元気に「行
ってきます！」と言える
ようになればいいなあ。
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外国語を学ぶのは　世界へつながるドアを開くこと
外国語指導助手として、市内の中学校で英語の授業を行っている、
マイケル・フィリップスさんのエッセイです。



材　料　２人分
なす……………２個
青じそ…………５枚
ベーコン………４枚
塩、こしょう、片栗粉、
しょうゆ………各少々
ごま油……小さじ１

14

おすすめ料理

作作りり方方

なすべー

①なすは縦４つ割りにし、塩
水に５分浸してアクを抜
く。水気をふいてごま油を
指でぬり、耐熱皿に並べて
ラップをし、電子レンジで
１分20秒加熱する。青じ
そ４枚は縦半分に切る。
②ベーコンは長さを半分に切
って並べ、こしょうと片栗
粉を茶ごしで薄くふる。
③なすに青じそとベーコンを
巻いて楊枝でとめ、フライ
パンに残りのごま油を熱し
て焼く。仕上げにしょうゆ
を加えて香りを出す。
④③を器に盛り、残りの青じ
そをちぎってかける。

中間市食生活改善推進会（緑の会）

情
報
情
報 

情
報 

●
職
種
・
採
用
予
定

①
一
般
事
務
職
員
…
２
人
程
度

②
養
護
老
人
福
祉
施
設
寮
父
母
…
１
人

●
申
込
書
配
付

７
月
15
日
（
月
）
〜

●
試
験
申
込
受
付
期
間

８
月
１
日

（
木
）
〜
16
日
（
金
）

●
受
験
資
格

①
②
と
も
に
昭
和
52

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し
な

い
人
。
な
お
、
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
人
（
外
国
人
）
で
、
永
住
が
認

め
ら
れ
て
い
る
人
（
在
留
の
資
格

が
、「
永
住
者
」
ま
た
は
「
特
別
永

住
者
」
の
人
）
お
よ
び
採
用
予
定
日

（
平
成
15
年
４
月
１
日
予
定
）
ま

で
に
、
永
住
が
認
め
ら
れ
る
見
込

み
の
あ
る
人
は
、
受
験
で
き
ま
す

●
１
次
試
験
日
時

９
月
22
日
（
日
）

・
午
前
10
時
〜

●
場
　
　
所

九
州
共
立
大
学
（
八

幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一
丁
目
８
番
）

●
内
　
　
容

教
養
試
験
、
適
性
試
験

●
採
　
　
用

平
成
15
年
４
月
１
日

以
降
、
合
格
者
の
中
か
ら
採
用
し

ま
す

●
給
　
　
与

基
本
給（
高
校
卒
）で
、

15
万
円
程
度
（
年
齢
、
職
歴
に
よ

り
加
算
さ
れ
ま
す
）。
そ
の
ほ
か

に
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
す

●
申
込
方
法

申
込
用
紙
（
遠
賀
・

中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
で

交
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
問

合

先

遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
　
総
務
課
庶
務

係
〔
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
603
番
地

の
１
1（
２
９
３
）
３
５
８
１
〕

●
対

象

者

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

●
内
容
・
開
講
日
（
１
日
コ
ー
ス
）

〇
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

９
月
３
日（
火
）、
４
日（
水
）、
５

日（
木
）、
６
日（
金
）、
７
日（
土
）、

８
日（
日
）、10
日（
火
）、11
日（
水
）

〇
ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）
の
初
歩

９
月
12
日（
木
）、
13
日（
金
）、
14

日（
土
）、
15
日（
日
）、
17
日（
火
）、

18
日（
水
）、19
日（
木
）、20
日（
金
）、

21
日（
土
）、22
日（
日
）

〇
エ
ク
セ
ル
（
表
計
算
）
の
初
歩

９
月
24
日（
火
）、
25
日（
水
）、
26

日（
木
）、
27
日（
金
）、
28
日（
土
）、

29
日（
日
）

●
場
　
　
所

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

（
通
谷
一
丁
目
36
‐
10
）

●
受

講

料

２
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
み
ま
す
。
受
講
当
日

に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法

受
講
希
望
者
は
、
必

ず
一
人
に
つ
き
１
枚
の
「
往
復
は

が
き
」
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
往
信
は
が
き
裏
面
に
講
座

名
、
希
望
日（
第
２
希
望
日
ま
で
）、

申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
を
記
入
し
、
返

信
は
が
き
表
面
に
申
込
者
の
返
信

先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
講
座
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
別
々
の
「
往
復
は
が
き
」
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切

７
月
31
日
（
水
）（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
先

企
画
課
情
報
管

理
係
〔
〒
８
０
９
‐
８
５
０
１
中

間
一
丁
目
１
‐
１
1（
２
４
４
）
１

１
１
１
内
線
１
０
１
０
〕

堀
川
は
、
完
成
し
て
か
ら
長
年
に

わ
た
っ
て
川
沿
い
の
住
民
に
潤
い
や

活
気
を
与
え
て
き
た
、
地
域
に
誇
れ

る
歴
史
的
な
遺
産
で
す
。

こ
の
堀
川
を
流
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
、
再
生
す
る
機
運
を
高
め
て

い
た
だ
こ
う
と
、
ほ
か
の
地
域
で
川

パ
ソ
コ
ン
（
Ｉ
Т
）
講
習

受
講
生
を
募
集
中

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
み
な

さ
ん
を
招
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

８
月
４
日
（
日
）
・
午

後
１
時
〜
（
受
付
は
午
後
12
時
40

分
〜
）

●
場
　
　
所

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

●
主
　
　
催

堀
川
再
生
を
考
え
る

実
行
委
員
会

●
問

合

先

企
画
課
企
画
係

1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内
線
１

２
３
２

働
く
人
に
役
立
つ
労
働
法
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
19
日
（
金
）
・
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

●
会
　
　
場

北
九
州
パ
レ
ス

（
小
倉
北
区
井
堀
五
丁
目
１
‐
３
）

●
対

象

者

勤
労
者
お
よ
び
テ
ー

マ
に
興
味
の
あ
る
人
・
約
50
人

●
講
　
　
演

「
役
に
立
つ
、
働
く

人
の
労
働
法
入
門
」

●
講
　
　
師

ナ
リ
ッ
ジ
共
同
法
律
事

務
所
弁
護
士
　
服
部
弘
昭
さ
ん

●
申
込
方
法

当
日
、
直
接
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先

福
岡
県
北
九
州

労
働
福
祉
事
務
所
（
〒
８
０
３
‐
０

８
１
３
小
倉
北
区
城
内
７
‐
８
）

1（
５
９
２
）
３
５
０
７

5（
５
９
２
）
８
５
０
５

‐
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
‐

職
員
を
募
集
し
ま
す

‐
第
２
回
堀
川
再
生
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
‐

「
わ
い
が
堀
川
塾
」
を
開
催

‐
役
に
立
つ
、
働
く
人
の
‐

労
働
法
講
座
を
開
催
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防
衛
庁
で
は
、
来
年
４
月
入
隊
の

陸
・
海
・
空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

●
問

合

先

芦
屋
募
集
事
務
所

1（
２
２
３
）
０
９
８
１
内
線
３

４
８

平
成
14
年
か
ら
、
年
内
に
次
の
年

齢
に
な
る
人
を
対
象
に
、
祝
金
な
ど

を
給
付
し
ま
す
。

祝
　
金

〇
満
75
歳
（
昭
和
２
年
１
月
１
日
〜

昭
和
２
年
12
月
31
日
生
）

５
、
０
０
０
円

〇
満
77
歳
（
大
正
14
年
１
月
１
日
〜

大
正
14
年
12
月
31
日
生
）

１
０
、
０
０
０
円

〇
満
88
歳
（
大
正
３
年
１
月
１
日
〜

大
正
３
年
12
月
31
日
生
）

２
０
、
０
０
０
円

〇
満
99
歳
（
明
治
36
年
１
月
１
日
〜

明
治
36
年
12
月
31
日
生
）

３
０
、
０
０
０
円

〇
満
100
歳
以
上
（
明
治
35
年
12
月
31

日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

５
０
、
０
０
０
円

祝
　
品

〇
満
90
歳
以
上
（
大
正
元
年
12
月
31

日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

５
、
０
０
０
円
相
当
の
品
物

●
問

合

先

介
護
保
険
課
高
齢
者

福
祉
係
1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内

線
１
１
３
６
・
１
１
３
７

●
受
験
資
格

〇
大
学
校
学
生
…
昭
和
57
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

〇
学
校
学
生
…
…
昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
高
卒
ま

た
は
卒
業
見
込
み
）

●
募
集
人
数

〇
海
上
保
安
大
学
校
…
…
…
約
45
人

〇
海
上
保
安
学
校

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
…
約
60
人

航
空
課
程
…
…
…
…
…
…
約
10
人

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
…
…
約
40
人

海
洋
科
学
課
程
…
…
…
…
約
10
人

●
第
一
次
試
験
日

〇
大
学
校
学
生
…
11
月
２
日
〜
３
日

〇
学
校
学
生
…
…
９
月
29
日

●
申
込
受
付

〇
大
学
校
学
生
…
８
月
29
日
〜
９
月

10
日

〇
学
校
学
生
…
…
７
月
25
日
〜
８
月

８
日

●
資
料
請
求
・
問
合
先

第
七
管
区

海
上
保
安
本
部
北
九
州
統
制
通
信

事
務
所
（
〒
８
１
１
‐
４
２
０
３

岡
垣
町
大
字
内
浦
155
）

1（
２
８
２
）
５
５
８
１

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
、
関

心
が
あ
る
人
な
ど
を
対
象
に
、「
福

祉
の
職
場
説
明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
26
日
（
金
）
・
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
受
付

は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

●
場
　
　
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

大
ホ
ー
ル
（
春
日
市
原
町
三
丁
目

１
‐
７
）

●
内
　
　
容

福
祉
施
設
と
求
職
者

と
の
面
談
／
福
祉
関
係
資
格
取
得

相
談
／
求
職
登
録
・
相
談
／
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
全
国
福
祉
求
人
探
索

／
福
祉
関
係
資
料
の
展
示
と
提
供

な
ど

※
面
談
は
、
直
接
採
用
に
結
び
つ
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
方
法

申
込
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
直
接
会
場
に
お
い
で
く

だ
さ
い

●
参

加

費

無
料

●
定
　
　
員

２
、
０
０
０
人

●
問

合

先

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐

７
・
福
岡
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

1
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
１
０

元
気
な
チ
ビ
ッ
コ
あ
つ
ま
れ
〜
！

親
子
で
楽
し
く
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

●
日
　
　
時

７
月
22
日
〜
８
月
２

日
ま
で
の
月
、
水
、
金
曜
日
・
計

６
日
間
・
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
　
所

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
　
　
象

市
内
小
中
学
生
・
フ

ァ
ミ
リ
ー

●
参

加

料

１
日
一
人
50
円
（
保

険
料
）

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
社

会
体
育
係
（
当
日
の
参
加
申
込
も

Ｏ
Ｋ
で
す
）
1（
２
４
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
４
４

最
近
、生
血
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
24
日
（
水
）
・
午

前
11
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時

〜
４
時

●
場
　
　
所

市
役
所
正
面
玄
関
前

●
問

合

先

北
九
州
血
液
セ
ン
タ
ー

1（
６
３
１
）
１
２
１
１

ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
「
一
日
保

育
士
体
験
」
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。

●
対

象

者

中
学
生
・
高
校
生

●
日
　
　
時

８
月
９
日
（
金
）
・

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
定
　
　
員

20
人

●
申
込
期
間

７
月
22
日
（
月
）
〜
26

日
（
金
）
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
申
込
・
問
合
先

ひ
ま
わ
り
保
育

園
1（
２
４
５
）
３
９
４
７

‐
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人
材
を
待
っ
て
い
ま
す
‐

自
衛
官
を
募
集

募集種目 応募資格 受付期間

防衛医科大学校（男・女）

防衛大学校（男・女）

航空学生（男・女）

２等陸海空士（男・女）

曹候補士（男・女）

一般曹候補学生（男・女）

看護学生（男・女）

18歳以上24歳未満 ８/５～９/６

18歳以上27歳未満 ８/５～９/６

18歳以上27歳未満 ８/５～９/６

高卒（見込）21歳未満 ８/５～９/６

高卒（見込）21歳未満 ９/12～10/11

高卒（見込）21歳未満 ９/12～10/11

高卒（見込）24歳未満 ９/12～10/11

敬
老
祝
金
な
ど
を
給
付
し
ま
す

海
上
保
安（
大
学
校
・
学
校
）学
生
募
集

夏
休
み
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

‐
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
‐

愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動

〜
中
学
生
・
高
校
生
の
み
な
さ
ん
へ
〜

一
日
保
育
士
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

〜
応
援
し
ま
す
福
祉
の
仕
事
〜

福
祉
の
職
場
説
明
会

夏休み子どもスポーツ大会　参加チームを募集
中間市少年軟式野球大会

●開 催 日 ８月３日（土）、４日（日）
●会　　場 中間西小学校
●チーム編成 小学生により編成されたチ
ームとし、オープン参加とします
●代表者会議 ７月30日（火）・午後６時30
分から中央公民館で実施
中間市小学生ソフトバレーボール大会

●開 催 日 ８月18日（日）
●会　　場 体育文化センター　
●チーム編成 小学生４人により編成され
たチームとします
●代表者会議 ８月13日（火）・午後６時30
分から中央公民館で実施
いずれも

●申込方法 参加申込書を代表者会議当日
までに体育文化センターに提出
●問 合 先 生涯学習課社会体育係

1（２４４）１１１１内線１３４４
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中
央
公
民
館
で
は
、「
大
人
と
こ

ど
も
の
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

楽
し
い
陶
芸
教
室

●
日
　
　
時

７
月
25
日
（
木
）、
８

月
１
日
（
木
）、
８
日
（
木
）、
22

日
（
木
）
・
計
４
回
・
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
募
集
人
数

小
学
生
と
大
人
計
40
人

●
費
　
　
用

一
人
700
円
（
材
料
代

な
ど
）

「
木
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
！
」

手
仕
事
教
室

●
日
　
　
時

７
月
23
日
（
火
）、
24

日
（
水
）、
８
月
７
日
（
水
）、
８

日
（
木
）
・
計
４
回
・
い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
募
集
人
数

小
学
生
と
大
人
計
30
人

●
費
　
　
用

一
人
800
円
（
材
料
代

な
ど
）

い
ず
れ
も

●
会
　
　
場

中
央
公
民
館

●
申
込
方
法

小
学
生
と
大
人
１
組

に
つ
き
、
往
復
は
が
き
１
枚
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番
号
・

希
望
講
座
名
を
必
ず
記
入
）

●
申
込
締
切

７
月
18
日
（
木
）

※
申
込
多
数
の
場
合
、
陶
芸
は
初
心

者
優
先
し
、
そ
の
後
、
抽
選
で
決
定
。

●
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館

（
〒
８
０
９
‐
０
０
１
４
蓮
花
寺

三
丁
目
１
‐
１
）

1（
２
４
６
）
２
３
２
１

お
話
会

●
日
　
　
時

７
月
30
日
（
火
）
・
午

前
11
時
〜
正
午

●
内
　
　
容

東
筑
紫
短
期
大
学
の

話
術
部
学
生
に
よ
る
人
形
劇
・
紙

芝
居
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
公
演

が
あ
り
ま
す

●
対

象

者

幼
児
・
小
学
校
低
学

年
（
定
員
70
人
）

上
級
工
作
教
室

●
日
　
　
時

〇
１
回
目
…
８
月
１
日
（
木
）
〜
２

日
（
金
）

〇
２
回
目
…
８
月
６
日
（
火
）
〜
７

日
（
水
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
３
時

●
内
　
　
容

紙
粘
土
工
作
（
恐
竜

の
貯
金
箱
）

●
材

料

費

200
円

●
定
　
　
員

小
学
３
年
生
以
上
・

各
回
12
人

●
受
付
開
始

７
月
21
日
（
日
）
・
午

前
10
時
〜（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
整
理
券
は
来
館
の
う
え
、
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。（
一
人
一
枚
の
み
）

み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

●
日
　
　
時

８
月
22
日
（
木
）

〇
午
前
の
部
…
10
時
〜
正
午
（
定
員

30
人
）

〇
午
後
の
部
…
１
時
〜
２
時
（
定
員

50
人
）

●
内
　
　
容

午
前
の
部
は
映
画
ま

つ
り
・
日
本
昔
ば
な
し
な
ど
、
午

後
の
部
は
「
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ

グ
ル
ー
プ
」
に
よ
り
、
お
話
会
・

読
み
聞
か
せ
、
歌
遊
び
、
手
遊
び
、

人
形
劇
を
行
い
ま
す

い
ず
れ
も

●
開
催
場
所

市
民
図
書
館

●
問

合

先

市
民
図
書
館

1（
２
４
５
）
４
６
６
４

長
〜
い
夏
休
み
、
す
ば
ら
し
い
体

験
を
し
て
有
意
義
に
過
ご
そ
う
。

■
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
お
も
い

っ
き
り
遊
ん
じ
ゃ
お
う
。

●
日
　
　
時

７
月
25
日
（
木
）
・
午

前
10
時
〜
正
午

●
定
　
　
員

子
ど
も
と
大
人
・
60
人

●
指
　
　
導

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
中

間
地
区
委
員
会

■
や
き
た
て
の
パ
ン
づ
く
り

つ
く
っ
て
楽
し
み
、
食
べ
て
お
い

し
い
パ
ン
を
焼
こ
う
。

●
日
　
　
時

７
月
29
日
（
月
）
・
午

前
９
時
〜
午
後
１
時

●
定
　
　
員

子
ど
も
と
大
人
・
24
人

●
材

料

代

一
人
300
円

●
指
　
　
導

パ
ン
工
房
麦
ば
た
け

釘
町
加
代
子
さ
ん
（
遠
賀
町
）

■
い
ず
れ
も

●
会
　
　
場

働
く
婦
人
の
家

●
申
込
方
法

電
話
申
込（
先
着
順
）

●
申
込
・
問
合
先

働
く
婦
人
の
家

1（
２
４
６
）
０
４
８
３

生
き
生
き
と
し
た
老
い
方
を
共
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講

座

名

老
い
を
考
え
る
「
技

あ
り
の
人
間
関
係
」

●
日
　
　
時

８
月
３
日
（
土
）
・
午

前
10
時
〜
正
午

●
場
　
　
所

働
く
婦
人
の
家

●
講
　
　
師

東
筑
紫
短
期
大
学
助
教

授
・
臨
床
心
理
士
　
中
島
俊
介
さ
ん

●
定
　
　
員

40
人

●
申
込
方
法

電
話
申
込（
先
着
順
）

●
申
込
・
問
合
先

働
く
婦
人
の
家

1（
２
４
６
）
０
４
８
３

花
火
大
会
・
夏
祭
り
・
楽
し
い
行

事
が
い
っ
ぱ
い
の
今
年
の
夏
！

自
分
で
ゆ
か
た
を
着
て
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
　
　
時

７
月
23
日
（
火
）
・
午

後
７
時
〜
午
後
９
時

●
場
　
　
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
講
　
　
師

竹
下
涼
子
さ
ん

●
受

講

料

無
料

●
定
　
　
員

15
人

●
対

象

者

30
歳
未
満
の
勤
労
青

少
年

●
申
込
・
問
合
先

勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
1（
２
４
５
）
３
５
１
１

サンクエストなかま受講生募集
●日時・定員　８月７日～11月20日・毎

月第１、２、３水曜日（計12
回）10：00～11：30・25人

●受 講 料 6,000円

●日時・定員　８月７日～11月20日・毎
月第１、２、３水曜日（計12
回）14：00～16：00・20人

●受 講 料 6,000円（材料代が別途必要）

●場　　所　サンクエストなかま
●申込方法 ７月23日（火）午前９時から

サンクエストなかまで受付
※電話申込は不可。直接、受講料を添えて
おいでください。なお、受付開始時（午前
９時）に定員を超えた場合は抽選とします。
●申込・問合先 サンクエストなかま

1（２４６）４３１６

ハワイアン・フラダンス

洋裁とパッチワーク

いずれも

夏
の
講
座
受
講
生
募
集

‐
中
央
公
民
館
‐

ふ
れ
あ
い
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催

子
ど
も
と
大
人
の
わ
く
わ
く
教
室

〜
働
く
婦
人
の
家
〜

聴覚障害者のみなさんへ
ＦＡＸでの生活支援相談を行

っています。
〇市役所社会福祉課
ＦＡＸ（２４４）０５７９

〇社会福祉協議会
ＦＡＸ（２４４）１２３２

●問 合 先 社会福祉課
1（２４４）１１１１内線１１８２

一
日
着
付
教
室

〜
ゆ
か
た
を
自
分
で
着
て
み
よ
う
〜

〜
働
く
婦
人
の
家
・
市
民
講
座
〜

技
あ
り
の
人
間
関
係



香
典
返
し
　
　
　
　
　
　
敬
称
略

〇
中
　
田
　
カ
ヨ
子
（
中
間
二
丁
目
）

〇
鈴
　
木
　
貴
　
子
（
岩
瀬
四
丁
目
）

〇
松
　
本
　
岳
　
子
（
太
賀
一
丁
目
）

〇
小
　
林
　
清
　
治
（
中
鶴
一
丁
目
）

〇
安
　
西
　
和
　
惠
（
池
田
一
丁
目
）

〇
野
　
口
　
シ
ズ
ノ
（
小
田
ヶ
浦
二
丁
目

）

〇
筒
　
丸
　
文
　
子
（
朝
霧
二
丁
目
）

〇
吉
　
田
　
亀
　
吉
（
垣
生
）

〇
豊
　
丸
　
ツ
ヤ
子
（
岩
瀬
二
丁
目
）

〇
仰
　
木
　
節
　
子
（
扇
ヶ
浦
二
丁
目
）

篤
志
寄
付

〇
佐
々
木
　
正
　
義
（
土
手
ノ
内
二
丁
目

）

〇
金
　
山
　
英
　
夫
（
蓮
花
寺
三
丁
目
）

中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
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ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

●
日
　
　
時

８
月
24
日
（
土
）
〜
12

月
14
日
（
土
）
・
計
８
回
・
毎
月

第
２
、
第
４
土
曜
日
・
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
（
土
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
次
週
土
曜
日
）

●
会
　
　
場

中
央
公
民
館
・
調
理

実
習
室

●
定
　
　
員

36
人

●
受

講

料

無
料
（
材
料
費
実
費

１
回
400
円
程
度
）

●
講
　
　
師

宗
心
扶
佐
子
さ
ん

（
管
理
栄
養
士
）

●
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込

（
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

●
申
込
締
切

７
月
26
日
（
金
）
・
当

日
消
印
有
効

※
申
込
多
数
の
場
合
８
月
１
日（
木
）

・
午
前
10
時
抽
選

●
受
講
決
定

受
講
決
定
者
お
よ
び

抽
選
に
外
れ
た
人
に
は
、
返
信
用

ハ
ガ
キ
で
８
月
８
日
ま
で
に
連
絡

し
ま
す

●
申
込
・
問
合
先

中
央
公
民
館
・

男
性
料
理
教
室
係
〔
〒
８
０
９
‐

０
０
１
４
蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
１

1（
２
４
６
）
２
３
２
１
〕

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
名
前
と

遺
影
は
、「
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
（
開
館
予
定
・
広
島
…
平
成

14
年
度
、
長
崎
…
平
成
15
年
度
）」

に
お
い
て
登
録
し
、
公
開
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
公
開
を
希
望
し
な
い
人
も

登
録
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

福
岡
県
各
保
健
所
（
支
所
）、
北
九

州
市
各
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
部

保
健
福
祉
課
な
ど
に
申
込
用
紙
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

〇
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
準
備
室
（
〒
７
３
０
‐
０
８

１
１
広
島
市
中
区
中
島
町
１
‐
６
）

1
０
８
２
（
５
４
３
）
６
２
７
１

〇
（
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会
祈
念

館
準
備
室
（
〒
８
５
０
‐
８
１
１

７
長
崎
市
平
野
町
７
‐
８
）

1
０
９
５
（
８
４
６
）
１
６
７
７

現
在
お
使
い
の
母
子
家
庭
等
医
療

証
は
、
７
月
31
日
で
使
用
期
限
が
切

れ
ま
す
。

７
月
24
日
か
ら
受
付
を
行
い
ま
す

の
で
、
更
新
手
続
き
を
済
ま
せ
て
、

新
し
い
医
療
証
を
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

●
問

合

先

社
会
福
祉
課

1（
２
４
４
）
１
１
１
１
内
線
１

１
８
４

青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
は
、

「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
ち
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
、
人
間
性
豊

か
な
青
少
年
の
育
成
」
を
め
ざ
す
福

岡
県
の
県
民
運
動
で
す
。

■
運
動
の
３
原
則
■

①
ほ
め
て
伸
ば
そ
う
②
自
主
的
参
加

③
交
流
・
評
価

こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
青
少
年
育
成
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・

学
校
・
企
業
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
個
性
と
能
力
を
伸
ば

す
た
め
、
あ
な
た
も
こ
の
運
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問

合

先

福
岡
県
青
少
年
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
運
動
推
進
本
部
事
務
局

（
〒
８
１
２
‐
８
５
７
７
・
郵
便

番
号
の
み
で
届
き
ま
す
）

1
０
９
２
（
６
４
３
）
３
６
１
５

5
０
９
２
（
６
４
３
）
３
３
８
９

子
ど
も
と
教
育
、
暮
ら
し
、
権
利
、

女
性
の
地
位
向
上
な
ど
の
た
め
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

分
科
会

母
親
運
動
を
す
す
め
る
た
め
な

ど
、
50
を
超
え
る
テ
ー
マ
で
話
し
合

い
を
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

７
月
27
日
（
土
）
・
午

後
12
時
30
分
〜
５
時

●
場
　
　
所

九
州
大
学（
福
岡
市
）

全
体
会
（
講
演
な
ど
）

〇
演
題
…
「
ア
フ
ガ
ン
の
も
の
い
わ

ぬ
民
と
と
も
に
」
‐
国
際
医
療
協

力
18
年
‐

〇
講
師
…
中
村
哲
さ
ん
（
医
師
・
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
）

●
日
　
　
時

７
月
28
日
（
日
）
・
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
　
　
所

西
日
本
総
合
展
示
場

（
北
九
州
市
）

●
問

合

先

福
岡
県
母
親
大
会
実

行
委
員
会

1
０
９
２
（
７
１
６
）
６
５
１
５

原
爆
死
没
者
の
名
前
と

遺
影
を
募
集
し
て
い
ま
す

今
年
に
な
っ
て
、
折
尾
警
察
署
管

内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
、

前
年
の
同
期
と
比
べ
プ
ラ
ス
５
人
と

増
加
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
み
な
さ
ん
へ
■

〇
脇
見
運
転
、
速
度
の
出
し
過
ぎ

は
や
め
ま
し
ょ
う

〇
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
動
向

に
注
意
し
て
徐
行
す
る
な
ど
の

安
全
確
認
を
し
て
運
転
し
ま
し

ょ
う

〇
飲
酒
運
転
は
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

‐
お
忘
れ
な
く
！
‐

母
子
家
庭
等
医
療
証
の
更
新

男
性
料
理
教
室

〜
味
を
楽
し
む
〜

‐
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
‐

参
加
団
体
を
募
集

交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す

～育児・介護休業制度研修会～

「仕事と家庭両立支援セミナー」を開催
●日　　時 ７月25日（木）・午後１時
30分～４時30分
●会　　場 なかまハーモニーホール
●対　　象 事業主および企業の人事労
務責任者、テーマに関心のある人
●定　　員 約50人
●内　　容
〇「役に立つ、会社内での社会保険入門」
〇「改正育児・介護休業法のあらまし」
〇「両立支援事業‐事業主への各種助成
金制度など‐」
●受 講 料 無料
●申込方法 ７月19日（金）までに郵送・
電話・ＦＡＸで申込

●申 込 先 福岡県北九州労働福祉事
務所就業支援課（〒８０３‐０８１３
小倉北区城内７‐８）1（５９２）３
５０７・5（５９２）８５０５

日
本
母
親
大
会
を
開
催



 
ミュージック・スクエア 

イベントいろいろイベントいろいろななななかかかかままままハハハハーーーーモモモモニニニニーーーーホホホホーーーールルルル

●お問い合わせは…　なかまハーモニーホール1（２４５）８０００

入場無料 ●と　き ７月25日（木）・午後６
時30分～
●ところ なかまハーモニーホー
ル・エントランスホール
●出　演 白井奈緒美さん（サッ
クス）、谷口淑子さん（ピアノ）
●曲　目 オーバー・ザ・レイン
ボウ、孤独の歳月　ほか

いろんなジャンルの曲で、楽しい夏の夜を…。

6月に出演した上村貴子
さんと北原優子さん

ハーモニー の市（フリーマーケット）開催！
～出店者を募集しています～

絶好の晴天に恵まれ、過去最高のにぎわいを
見せた前回のフリーマーケット。大好評につき、
秋の開催が決定しました。出店スペースは先着
順で、お好きな場所を選ぶことができます。
どうぞお早めにお申し込みください！
■と　き 9月23日（祝）・10：00～
■ところ なかまハーモニーホール・正面玄関前と中庭周辺
●募集定員 100組
●参加資格 高校生以上
●参 加 料 １区画につき2,000円（税込／友の会の割引はありません）
●申込締切 ９月８日（日）
●申込方法 所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、参加料を添えてハーモ
ニーホール受付で、申し込みください。電話、郵送による申込はできません。

■“ハーモニーClub”に入会しませんか？■
なかまハーモニーホール友の会“ハーモニーClub”にご入会いただく

と、１イベントにつきお一人様２枚まで２割引で、チケットを購入でき
ます。また、案内チラシなど情報をお届けする郵送サービスや、会員限
定の招待事業（2003年１月開催／大活辯

だいかつべん

上映会）など、使えば使うほど
お得な特典が盛りだくさん。年度途中でも随時受付中です。

編

室

集

か
ら

〇日時…７月27日（土）
８月３日（土）、20日（火）
午後３時～５時

（受付は午後２時30分～４時30分）
〇場所…ハピネスなかま
※８月３日は尾崎弁護士、８月20
日は桑原弁護士の相談です。

〇日時…７月24日（水）
８月14日（水）
午前10時～午後３時

〇場所…７/24 東部出張所
８/14 市役所地階・第１会議室

〇日時…７月24日（水）
午前９時～午後４時

〇場所…市役所３階・教科書展示室
※「いじめ」、「不登校」などに関
する相談も受け付けます。

〇日時…８月８日（木）
午前10時～午後３時

〇場所…ハピネスなかま

〇日時…７月25日（木）
午前10時～正午

〇場所…市役所別館２階・建築課

〇日時…８月３日（土）
８月20日（火）
午後３時～５時

〇場所…ハピネスなかま

〇相談受付　月曜日～金曜日
午前９時～午後４時

〇場所…市役所本館２階・相談室
※８月14日（水）・午前10時～正
午はハピネスなかまでも相談で
きます。

〇相談受付　月曜日～金曜日
午前９時～午後５時

〇場所…社会福祉課
※子どもの養育についてのあら
ゆる相談を受けます。（しつけ、
不登校、いじめなど）

無料相談
～気軽にご利用ください～

心配ごと相談

社会保険事務所年金相談

個別教育相談

消費者相談

行政相談

県巡回交通事故相談

家庭児童相談

住宅・鉱害相談

あんない

18

▼
７
月
は
、
梅
雨
か
ら
盛
夏
へ
と

天
候
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
で
す
。

今
年
は
、
今
の
と
こ
ろ
少
雨
傾
向

の
よ
う
で
す
が
、
梅
雨
末
期
に
大

雨
が
降
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
季
節

は
風
邪
を
ひ
く
な
ど
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
よ
う
で
す
。
私
は
現
在
、

せ
き
と
鼻
水
ず
る
ず
る
状
態
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ご
注
意
を
。

（
彦
）

▼
現
在
、
数
年
に
一
度
の
市
勢
要

覧
と
い
う
本
を
つ
く
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
写
真
撮
影
や
原
稿
づ
く

り
が
、
今
回
の
広
報
の
編
集
と
ぶ

つ
か
っ
て
、
例
に
よ
っ
て
バ
タ
バ

タ
す
る
こ
と
に
…
。
も
ち
ろ
ん
追

い
込
ま
れ
る
自
分
が
悪
い
の
で
す

が
。
で
も
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
カ
メ
ラ
マ
ン
の
仕
事
ぶ
り
を
間

近
で
見
せ
て
も
ら
う
貴
重
な
チ
ャ

ン
ス
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
さ
な
け
れ
ば
。

（
智
）
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